
脳情報の可視化と制御による
活力溢れる生活の実現

２０１７年２月２３日
内閣府 革新的研究開発推進プログラム（ImPACT）

プログラムマネージャー 山川義徳
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脳・精神疾患による社会的・経済的損失は
国内約１千万人、約２１兆円、世界約５億人、約４３０兆円

【世界】 脳卒中 うつ病 認知症

有病者数 約1.4億人 約3.5億人 約3,500万人

社会コスト 約210兆円 約160兆円 約60兆円

【日本】 脳卒中 うつ病 認知症

有病者数 約280万人 約290万人 約440万人

社会コスト 約4.2兆円 約3兆円 約14兆円

世界の研究開発トレンドを踏まえた脳と心を支える第三の道
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【グローバルトレンド①】
脳疾患を治すこと目指した脳研究

【グローバルトレンド②】
失われた脳機能を補うIT開発

個々の脳の健康維持・増進を
目指した脳情報の研究開発
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脳
科
学

健
康
な
脳

携帯型BMI
（ATR川人所長）

脳ロボティクス
（阪大石黒教授）

ブレインロイド
（京大神谷教授）

企業

個人

最先端科学とオープンサイエンス

脳情報
エコシステム
（PM直轄）

～尖った科学～ ～開かれた科学～
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GM-BHQ（大脳皮質の量）
・神経樹状突起の拡張
・脳内微小血管の形成
⇒情報処理の可塑性

FA-BHQ（神経線維の質）
・神経髄鞘（ミエリン）化
・神経繊維の組織化
⇒情報処理の効率化

脳の健康指標（Brain Healthcare Quotients）

（年齢） （年齢）

（2016年；ｎ=144⇒2017年；ｎ＝350名）
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公募型ＢＨＱチャレンジの実施概要

【アイデア募集】
（主に企業様）

【アワード】
（公開）

【実証トライアル】
（ImPACT山川プログラム）

【書面審査】
（脳の専門家）

解
析
・
評
価

アイデア毎
に３０名の

ＭＲＩ
脳計測

例）機能性食品

例）運動

例）健康機器

アイデア毎
に３０名の
ＭＲＩ

脳計測

【１ヶ月程度。各提案機関が実施】

【MRI計測および脳情報解析】

FA-BHQ

・・・

・・・

GM-BHQ
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２０１５年度のチャレンジの結果（詳細版）

ﾊﾟﾌﾟﾘｶｷｻﾝﾄﾌｨﾙ（江崎グリコ）

毎日
ドリンク１回

GM-BHQ
：47%

FA-BHQ
：40%

ビール苦味成分（キリン）

毎日
コップ１杯分

GM-BHQ
：60%

FA-BHQ
：44%

オフィスストレッチ（コクヨ）

毎日
運動５分

GM-BHQ
：37%

FA-BHQ
：70%

臨床美術（凸版印刷）

毎週
ワーク１時間

GM-BHQ
：59%

FA-BHQ
：55%

カラーレンズ（東海光学）

毎日
装着３時間

GM-BHQ
：52%

FA-BHQ
：62%

介入前後で指標が増加した
実験参加者の割合とポイント

介入前後の指数の変化について
t検定有意確率<0.05（両側）

公募型ＢＨＱチャレンジ＋共同研究型BHQチャレンジ

共同研究型BHQチャレンジ

ｶｶｵ分70%以上ﾁｮｺﾚｰﾄ（明治）

毎日
チョコ５枚

GM-BHQ

：60%
FA-BHQ
：47%

ゼラニウム精油（日本アロマ協会）

毎日２回
芳香１０分

GM-BHQ
：54%

FA-BHQ
：36%
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BHQチャレンジ2016

入選アイデア

ユーグレナ
（ユーグレナ）

毎日摂取

抹茶
（伊藤園）

いつでも
飲みやすいボトル

コラーゲンペプチド
（新田ゼラチン）

毎日摂取

手書き習慣
（コクヨ）

新聞を複写

ﾗﾍﾞﾝﾀﾞｰﾊﾝﾄﾞマッサージ
（日本アロマ環境協会）

簡単な
ハンドマッサージを

夫婦間で実施

第二回ＢＨＱチャレンジ（2016年）
審査委員長
理化学研究所
渡辺センター長

https://www.google.co.jp/url?sa=i&rct=j&q=&esrc=s&source=images&cd=&cad=rja&uact=8&ved=0CAcQjRxqFQoTCPKArIqX4cYCFWJgpgodQ6MJWg&url=https://ja.wikipedia.org/wiki/%E9%85%A2%E9%85%B8%E3%83%AA%E3%83%8A%E3%83%AA%E3%83%AB&ei=rHCoVfL6OeLAmQXDxqbQBQ&bvm=bv.98197061,d.dGY&psig=AFQjCNGeX6_p6q2AkLBGA4zsrpCU7wcbaA&ust=1437188649629655


市民科学「BHQスクール」の設置
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飲料

運動

趣味

環境

脳の健康指数（BHQ）を通じた
専門家の科学と市民の科学の交流

BHQスクール参加者による
脳に良いライフスタイル

の科学的発掘

BHQ
スクール
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国際機関（ITU-T*）でのBHQの標準化活動
*ITU-T： International Telecommunication Union 

Telecommunication Standardization Sector

H.MBI-PF
アクセス 交換 閲覧・編集

ImPACT ＸＸＸ
・・・

H.MBI-BHQ（KPIs for BHQ）

GM-BHQ XX-BHQ XX-BHQ ・・・

HSTP.MBI-Usecase
ＢＨＱチャレンジ

介入推薦 ・・・

FA-BHQ

MRI 質問紙 ・・ MRI ・・

ImPACTでの取り組み

脳年齢推定

・・・

質問紙

MBI-PF：Multimedia Brain Information Platform

ＢＨＱ規格の
共有

様々なＢＨＱの
活用法の共有

グローバルな
脳情報の共有

指標

ユース
ケース

データ
ベース

ITU-T Q28
川森ラポーター
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ロングテールを意識したオープンサイエンス

販
売
額
・
性
能
・
精
度⇒

Ｂ
Ｈ
Ｑ
効
果
量

購入順位・入賞順位・観察順位⇒ＢＨＱ順位

開かれた研究開発
（ＤＡＲＰＡのロボティクスチャレンジ）
⇒企業によるBHQチャレンジ

市民科学
（Ｚｏｏｎｉｖｅｒｃｉｔｙの銀河系の分類）
⇒個人によるＢＨＱスクール

先端研究
（欧米の脳科学研究）
⇒研究者による先端脳科学研究
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日本全国の設置
脳ドック認定病院；270拠点（2016年7月）

実施病院；637拠点（2017年2月）

【脳ドック検診実施病院分布】

すでに進む広がりのある先駆的な取り組み～脳ドック～

【脳ドック標準データベース】
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【招待講演】

小林 祥泰 先生
日本脳ドック学会 理事長
島根大学 前学長

佐々木 真理 先生
岩手医科大学 教授
医歯薬総合研究所 所長
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石巻

飯塚

福山
東大阪

野田

大阪

南相馬

大船渡

宇都宮

春日部

神戸
大津甲府倉敷

釧路
長野

高山福島

宝塚

多摩

千代田

吹田

富山

全国148都市（47県庁所在都市、政令指定市、中核市、特例市、環境未来都市、環境モデル都市など）の居住者10,000人（各都市平均80人）のウェブ
アンケート調査結果。※下川町、陸前高田市、住田町、新地町、梼原町、水俣市はサンプル数が20人未満だったため不含（2012年11月・12月実施）

国土交通省 健康維持増進住宅研究委員会（村上委員長）健康コミュニティガイドライン部会（伊香賀部会長）H24年度成果

すでに進む広がりのある先駆的な取り組み～住宅や都市の健康～

コミュニティの健康チェックリストスコア（全国平均 56.8）

(

全
国
平
均

84.

9)

住
ま
い
の
健
康
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
ス
コ
ア
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【招待講演】

村上 周三 先生
建築省エネ機構 理事長
東京大学 名誉教授

伊香賀 俊治 先生
慶應義塾大学
理工学部システムデザイン工学科 教授
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